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本県関係の答申物件の概要 

 

【名勝】 

・名   称   三田村氏庭園 

 ・時   代   江戸時代 

 ・所 有 者   三田村 士郎 

 ・所 在 地   越前市大滝町１２字大門５番１、同３番１ 

 ・指 定 面 積   ７６９．３８ ㎡ 

 

・概 要    武生盆地の東方山麓にあたる今立五箇
ご か

地区は、中世後期から 

高品質を誇る越前和紙の生産地として著名であり、その中でも 

近世初頭より和紙の生産・販売に関する権益・地位を独占して 

きたのが三田村氏である。現在の三田村氏の住宅・工房の背後 

にあたる敷地北半部には、築山・滝石組み・中島などから成る 

池泉庭園が伝わる。 

 東西約３０ｍ、南北約２５ｍの庭園の中央に中島を擁する石 

組みの池泉があり、庭園の北辺から東辺にかけて高さ約２ｍの 

築山が巡る。西岸の主屋縁先の飛び石及び南岸の園路を伝い歩 

くことにより、北岸中央に石で組んだ高低差約９０㎝の滝をは 

じめ、北西岸付近の築山の斜面に組んだ立石を中心とする景
けい

石
せき

 

群など、変化に富んだ築山泉水庭の景致を望むことができるほ 

か、庭外には標高３２６ｍの大徳山
だいとくさん

を展望することもできる。 

また、明治４年（１８７１）の写本とされる彩色
さいしき

鳥瞰図
ちょうかんず

に描く 

庭園の形姿からは、現在の庭園が幕末の状態を継承しているこ 

とが判る点でも貴重である。 

 地形及び建築配置を活かした独特の意匠・構成が幕末の絵図 

資料とも照合できることから、芸術上の価値及び日本庭園史に 

おける学術上の価値は高い。 

 

○参考 

 県内の名勝庭園の既指定件数 10件  ＊（）は指定年度、ゴチは特別名勝 

 ・滝谷寺庭園（昭和 4年度）   ・一乗谷朝倉氏庭園（平成 3年度） 

 ・旧玄成院庭園（昭和 5年度）  ・萬徳寺庭園（昭和 6年度） 

 ・西福寺書院庭園（昭和 7年度） ・伊藤氏庭園（昭和 7年度） 

 ・柴田氏庭園（平成 19年度）  ・城福寺庭園（昭和 51年度） 

・梅田氏庭園（昭和 51年度）  ・養浩館庭園（昭和 57年度） 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 
庭園の概況 

      

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
滝石組み 

 



 

 

 

三田村氏庭園鳥瞰絵図（明治４年） 



 

 


